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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の超音波振動子を駆動して内視鏡を洗滌する内視鏡洗滌装置において、
　前記複数の超音波振動子を複数の組に分け、各組は並列に接続した複数の超音波振動子
を有してなり、
　前記複数の組を並列駆動する駆動回路と、
　前記複数の組ごとに流れる電流値を測定可能な電流値測定手段と、
　前記電流値測定手段による前記複数の組の測定結果同士を比較するための比較手段と、
　前記比較手段の比較結果に基づき前記測定結果同士が異なる値のとき使用者に適正範囲
外であることを告知可能な告知手段と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡洗滌装置。
【請求項２】
　内視鏡を設置して該内視鏡を洗滌するための洗滌槽を備え、前記各組の複数の超音波振
動子は、前記洗滌槽において同じ深さの位置に設置するようにしたことを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡洗滌装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、内視鏡を洗滌・消毒する内視鏡洗滌装置に関する。
【０００２】



(2) JP 4804614 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

【従来の技術】
従来から、内視鏡は体腔内の検査および治療に広く利用されており、その内部には送気、
送水、吸引等を行うための各種の管路が組み込まれている。そして、内視鏡は、使用する
毎に、その内部管路を洗滌消毒する必要がある。
【０００３】
これらを洗滌消毒するために、内視鏡洗滌消毒装置においては、装置と内視鏡各管路とを
接続し、装置から内視鏡各管路内へ洗滌液や消毒液、空気等を送り込んでいる。このため
装置内部には、コンプレッサーや送液ポンプが内蔵され、様々な送気用管路や送液用管路
が構成されている。
【０００４】
ところで、内視鏡管路の洗滌性、消毒性を保つためには内視鏡管路への十分な送液及び送
気が行われなくてはならない。
【０００５】
従来の内視鏡洗滌消毒装置においては、内視鏡を洗滌消毒する前に装置の送気量や送液量
といった作動状態を手作業で目視確認を行っていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の内視鏡洗滌消毒装置において内視鏡管路への送気もしくは送液を確
認する方法は、例えば特開平９－２５３０２８号公報に示すような内視鏡各管路用に設け
られた内視鏡洗滌消毒装置の各コネクタに詰まり検具を手作業で順次接続していき、それ
ぞれのコネクタから詰まり検具に水や空気が出てくることを一つ一つ目視で確認する方法
であったため、時間と手間が掛かってしまっていた。
【０００７】
　この発明は前記事情に着目してなされたもので、その目的とするところは、複数の超音
波振動子を並列駆動して内視鏡を洗滌する際に、超音波振動子の駆動状態を監視して高精
度な制御ができる内視鏡洗滌装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、請求項１の発明は、複数の超音波振動子を駆動して内視鏡
を洗滌する内視鏡洗滌装置において、前記複数の超音波振動子を複数の組に分け、各組は
並列に接続した複数の超音波振動子を有してなり、前記複数の組を並列駆動する駆動回路
と、前記複数の組ごとに流れる電流値を測定可能な電流値測定手段と、前記電流値測定手
段による前記複数の組の測定結果同士を比較するための比較手段と、前記比較手段の比較
結果に基づき前記測定結果同士が異なる値のとき使用者に適正範囲外であることを告知可
能な告知手段と、を具備したことを特徴とする内視鏡洗滌装置である。
　請求項２の発明は、請求項１に記載の内視鏡洗滌装置において、内視鏡を設置して該内
視鏡を洗滌するための洗滌槽を備え、前記各組の複数の超音波振動子は、前記洗滌槽にお
いて同じ深さの位置に設置するようにしたことを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の各実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１２】
図１～図６は第１の実施形態を示し、図１は内視鏡洗滌消毒装置の概略的な全体構成図で
ある。図中１は洗滌槽で、この洗滌槽１の内底部には循環液吸引口２及び排液口３が設け
られている。洗滌槽１の内壁面には、吸引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗
滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６とがそれぞれ配設されてい
るとともに、給水口７と消毒液注入口８と洗剤注入口２０４とが配設されている。
【００１３】
また、洗滌槽１の内壁面には、洗滌槽１内に貯留する洗滌液や消毒液の貯留量を検知する
液面センサー３０１、３０２が配設されている。ここで、液面センサー３０１は洗滌槽１
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内の洗滌液や消毒液が内視鏡１００を洗滌消毒するに適量貯留されたことを検知する水位
に設置されている電極式液面検知センサーである。
【００１４】
一方、液面センサー３０２は前記適量水位以上の位置に設置されており、洗滌槽１から洗
滌液や消毒液があふれてしまうような使用者に告知すべき情報を検知するために設置され
ているフロート式液面センサーである。ここで、液面センサー３０１と、液面センサー３
０２を検知方式の異なるものにすることで、２つのセンサーが同時に誤検知することを防
止している。
【００１５】
内視鏡洗滌消毒装置内の管路内の詰まり・漏れやポンプ、コンプレッサーの動作不良が無
いかを調べる機能チェック機能を行う際には、洗滌槽１内の吸引管路洗滌チューブ接続口
４と、送気送水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６のそ
れぞれの接続口に脱着可能な吸引管路洗滌チューブ接続口用ジョイント９と、送気送水管
路洗滌チューブ接続口用ジョイント１０と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口用ジョイ
ント１１が接続される。これら各ジョイントは各接続口に設置されると、各接続口がジョ
イントを通して開放されるようになっている。
【００１６】
また、ここで、図示しない内視鏡を内視鏡洗滌消毒装置で洗滌消毒する際には、前記各ジ
ョイントの代わりに、吸引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗滌チューブ接続
口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６に、それぞれ図示しない吸引管路洗滌チュ
ーブと送気送水管路洗滌チューブと、鉗子起上パイプ洗滌チューブの一端を接続するよう
になっている。
【００１７】
そして、これら洗滌チューブの他端は図示しない内視鏡の吸引管路、送気送水管路、鉗子
起上パイプにそれぞれ接続され、この洗滌チューブを通して内視鏡各管路へ洗滌液や消毒
液が送液されることにより、各管路の洗滌消毒が行われるようになっている。
【００１８】
また、給水口７には給水管路１２の一端部が接続されている。この給水管路１２の他端部
は給水弁１３を介して、例えば水道水の蛇口１４に接続されている。さらに、消毒液注入
口８には消毒液供給管路１５の一端が接続されている。この消毒液供給管路１５の他端は
消毒液タンク１６の底部に接続されている。
【００１９】
なお、この消毒液供給管路１５の途中には消毒液注入ポンプ１７が介設されている。さら
に、洗剤注入口２０４には洗剤供給管路２０２の一端が接続されている。この洗剤供給管
路２０２の他端は洗剤ボトル２００の上部に接続されている。なお、この洗剤供給管路２
０２の途中には洗剤注入ポンプ２０５が介設されている。
【００２０】
また、洗滌槽１の内底部の循環液吸引口２には内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８の一端が
接続されている。この内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８の他端部側は３つの流路に分岐さ
れ、３つの分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃが形成されている。そして、分岐流路１９ａ
は吸引管路洗滌チューブ接続口４、分岐流路１９ｂは送気送水管路洗滌チューブ接続口５
、分岐流路１９ｃは鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６にそれぞれ接続されている。
【００２１】
さらに、内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８の途中には、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２
０と、逆止弁２１と、圧力センサー（測定手段）２２とが順次介設されている。なお、３
つの分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃには洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａ、２３ｂ、２３
ｃがそれぞれ設けられている。
【００２２】
また、洗滌槽１の底部には超音波振動子８０が設けられており、洗滌槽１内に設置された
内視鏡を超音波洗滌する際に駆動される。
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【００２３】
また、内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８における逆止弁２１と、圧力センサー２２との間
の圧力センサー２２に通じる管路部分２４には逆止弁２５を介して、コンプレッサー２６
に通じるエアー供給管路２７が接続されている。
【００２４】
また、洗滌槽１の排液口３には管路切換弁２８の流入ポート２８ａが連結されている。こ
の管路切換弁２８には前記流入ポート２８ａと、２つの流出ポート２８ｂ、２８ｃとが設
けられている。ここで、管路切換弁２８の一方の流出ポート２８ｂには回収管路２９の一
端部が連結されている。この回収管路２９の他端部は消毒液タンク１６の上部に連結され
ている。さらに管路切換弁２８の他方の流出ポート２８ｃには排液管路３０の一端部が連
結されている。
【００２５】
この排液管路３０の途中には排液ポンプ３１が介設されている。また、管路切換弁２８は
排液口３を閉塞遮断する状態と、排液口３を回収管路２９に連通させる状態と、排液口３
を排液管路３０に連通させる状態のいずれかに切換えるものである。そして、管路切換弁
２８を排液管路３０側へ切換えて排液ポンプ３１を運転することにより洗滌槽１内の液体
を内視鏡洗滌消毒装置の外へ排出するようになっている。
【００２６】
また、図２（Ａ）、（Ｂ）は前記洗滌槽１内の各洗滌チューブ接続口と、接続口に脱着可
能な各接続口用ジョイントの一例を示すものである。図２（Ａ）、（Ｂ）中で５１は洗滌
槽１の壁面である。この洗滌槽１の壁面５１に取り付けられている洗滌チューブ接続口５
２には管路形成するベース部材５３と、接続口本体５４とが設けられている。そして、ベ
ース部材５３はパッキン５５を介してナット５６で壁面５１に固定されている
ベース部材５３の装置内部側は洗滌消毒装置の分岐流路に接続される。また、接続口本体
５４はパッキン５７を介してベース部材５３にねじ螺合して締め付け固定されている。さ
らに、接続口本体５４の内部には管路を開閉する弁体５８と、接続口本体５４の内部管路
を閉じる方向に弁体５８を付勢するばね５９などが収納されている。
【００２７】
ここで、弁体５８の外周面には接続口本体５４の内部管路の弁座部６０に接合されるリン
グ状のパッキン６１が装着されている。そして、接続口本体５４の開操作時には洗滌チュ
ーブ接続口５２の弁体５８をばね５９に抗して押し込み、接続口本体５４の弁座部６０と
弁体５８のパッキン６１とを切り離すことにより、管路を開放するようになっている。
【００２８】
さらに、接続口本体５４の外周面にはべース部材５３との接合部側に洗滌チューブ接続口
５２側のリング状のリブ６２が突設され、先端部側にリング状のパッキン６３が装着され
ている。
【００２９】
また、接続口用ジョイント６４の内部管路６５内には押しピン６６が突設されている。こ
の押しピン６６は洗滌チューブ接続口５２の弁体５８と対応する位置に配置されている。
【００３０】
さらに、接続口用ジョイント６４の外周面には洗滌チューブ接続口５２側のリブ６２に係
脱可能に係止されるロック爪６７が設けられている。そして、接続口用ジョイント６４と
洗滌チューブ接続口５２との連結時には洗滌チューブ接続口５２の接続口本体５４が接続
口用ジョイント６４の内部に挿入される。
【００３１】
このとき、接続口用ジョイント６４の内部の押しピン６６が洗滌チューブ接続口５２の弁
体５８を押し込み、接続口本体５４の弁座部６０から弁体５８のパッキン６１を切り離し
て管路を形成するようになっている。その際、接続口本体５４のパッキン６３が接続口用
ジョイント６４の内周面に嵌合し、周囲との気密を保つ構造になっている。
【００３２】
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部が洗滌チューブ接続口５２側のリブ６２に掛かり、接続口用ジョイント６４と洗滌チュ
ーブ接続口５２の接続口本体５４との間が不用意に結合が外れないようになっている。す
なわち、接続口用ジョイント６４と洗滌チューブ接続口５２の接続口本体５４との結合は
ロック爪６７の他端を押し込んでロック爪６７の先端部とリブ６２との掛かりを解除しな
い限り外れないようになっている。
【００３３】
なお、接続口用ジョイント６４と洗滌チューブ接続口５２の接続口本体５４との結合を外
すと弁体５８は、ばね５９により元の位置である接続口本体５４の内部管路を塞ぐ位置ま
で押し戻されるようになっている。そこで、洗滌チューブ接続口５２は何も接続されてい
ない状態では、内部管路が閉鎖されており、接続口用ジョイント６４が接続された場合は
内部管路が開放される状態となる。
【００３４】
また、図３は使用者が本実施形態の内視鏡洗滌装置を操作するための操作パネル３２を示
すものである。この操作パネル３２にはプログラム選択ボタン３３と、洗滌消毒工程始動
ボタン３４と、停止ボタン３５と、複数の付加機能ボタン３６ａ～３６ｆと、洗滌時間表
示部３７と、消毒時間表示部３８と、メッセージコード表示部（告知手段）３９と、消毒
液温度表示部４０とが配設されている。
【００３５】
なお、付加機能ボタン３６ａ～３６ｆは、機能チェックボタン３６ａと、漏水検知ボタン
３６ｂと、アルコールフラッシュボタン３６ｃと、送気ボタン３６ｄと、消毒液加温ボタ
ン３６ｅと、洗剤すすぎボタン３６ｆとがそれぞれ設けられている。
【００３６】
この操作パネル３２の操作時には、プログラム選択ボタン３３によって選択された工程の
洗滌時間と、消毒時間とが洗滌時間表示部３７、消毒時間表示部３８にそれぞれ表示され
る。その後、洗滌消毒工程始動ボタン３４を押して洗滌消毒工程を開始するようになって
いる。
【００３７】
さらに、付加機能ボタン３６ａ～３６ｆを選択して押すことで洗滌消毒工程以外の、内視
鏡洗滌消毒装置の管路内の詰まり、漏れ等が無いかを調べる機能チェック工程や、内視鏡
内部の漏れが無いかを調べる漏水検知工程、内視鏡洗滌消毒装置貯蔵の消毒液を設定温度
まで加温する消毒液加温工程などの付加機能を実行できる。
【００３８】
また、停止ボタン３５を押すことで、洗滌消毒工程や付加機能工程を途中で中止すること
ができる。なお、内視鏡洗滌消毒装置には、使用者に告知すべき情報を使用者に報知する
、図３に示す警告ブザー（告知手段）４８が内蔵されている。
【００３９】
そして、工程の途中で使用者に告知すべき情報が発生した場合は警告ブザー４８が鳴り、
メッセージコード表示部３９にメッセージコードが表示されることで、使用者に使用者に
告知すべき情報を告知する。ここで、表示されるメッセージコードは表１のメッセージコ
ード表に従って決められる。
【００４０】
【表１】
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【００４１】
また、図４は、本実施形態の内視鏡洗滌消毒装置の制御を行う制御部４１の概略構成を示
すブロック図である。この制御部４１には内視鏡洗滌消毒装置の機器の制御を司るＣＰＵ
（中央処理装置）４２が設けられている。このＣＰＵ４２には、図示しない演算回路、Ｒ
ＯＭ（リード・オンリ・メモリ）、ＲＡＭ（ランダム・アクセス・メモリ）、パラレル通
信ポート、シリアル通信ポート、Ａ／Ｄコンバータ、カウンタが内蔵されている。
【００４２】
さらに、ＣＰＵ４２には、アナログ回路４３と、デジタル式センサ４４と、ドライバ４５
と、操作パネル３２と、リセット回路４６とがそれぞれ接続されている。ここで、アナロ
グ回路４３には内視鏡洗滌消毒装置内の機器の状態を監視し、連続的な電気信号に変換す
るアナログ式センサ４７が接続されている。
【００４３】
そして、アナログ回路４３ではアナログ式センサ４７からの出力を増幅してＣＰＵ４２に
供給するようになっている。また、デジタル式センサ４４は、内視鏡洗滌消毒装置内の機
器の状態を監視し、二値化した電気信号をＣＰＵ４２に出力するセンサである。
【００４４】
さらに、ドライバ４５には警告ブザー４８および内視鏡洗滌消毒装置内の弁／ポンプ類４
９が接続されている。そして、ドライバ４５から出力される制御信号によって警告ブザー
４８および内視鏡洗滌消毒装置内の弁／ポンプ類４９が駆動されるようになっている。
【００４５】
また、リセット回路４６は、電源電圧の変動、低下を検出してリセット信号を出力するこ
とによりシステムの暴走を防止する電気回路である。さらに、ＣＰＵ４２内部のＲＯＭに
は、内視鏡洗滌消毒装置内の機器を制御するためのプログラムが記録されている。そして
、ＣＰＵ４２は、このプログラムに従って動作するようになっている。
【００４６】
次に、第１の実施形態の内視鏡洗滌消毒装置の作用について説明する。内視鏡洗滌消毒装
置で内視鏡を洗滌消毒する前には、十分な洗滌消毒機能を達成するために、装置内の管路
の詰まりや漏れ、或いはポンプ、コンプレッサー等の動作不良が無いかを機能チェック工
程を用いて調べる必要がある。この機能チェック工程を行うために、まず洗滌槽１内の吸
引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ
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洗滌チューブ接続口６のそれぞれの接続口に吸引管路洗滌チューブ接続口用ジョイント９
と、送気送水管路洗滌チューブ接続口用ジョイント１０と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ
接続口用ジョイント１１が接続される。
【００４７】
これら各ジョイントが各接続口に設置されると、各接続口が開放される。続いて、内視鏡
洗滌消毒装置の操作パネル３２の機能チェックボタン３６ａを押すと機能チェック工程が
行われる。このとき内視鏡洗滌消毒装置は図５に示すフローチャートに従って機能チェッ
ク工程を次の通り実行する。
【００４８】
まず、洗滌槽１内に水溜めが行われる。すなわち、ステップＳ１で管路切換弁２８を動作
させ排液口３を閉塞遮断する状態にし、続いてステップＳ２で、給水弁１３が開き水道の
蛇口１４からの洗滌水が給水管路１２及び給水口７を通じて洗滌槽１内へ供給される。
【００４９】
そして、ステップＳ３において、洗滌槽１内への給水により貯留量が指定水位に達したか
どうかを液面センサー３０１からの情報から判断し、指定水位に達した場合に次のステッ
プＳ４に進み、給水弁１３が閉じられる。次に各分岐流路の送液時の圧力測定が行われる
。ここでは、洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａ、２３ｂ、２３ｃを動作させ、各分岐流路１
９ａ、１９ｂ、１９ｃに個別に送液させる。そして、各流路毎に個別に圧力センサー２２
の出力を読み取ることで、各流路毎の圧力測定を行う。
【００５０】
すなわち、ステップＳ５で洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａがまず開く。この時、洗滌消毒
管路切換電磁弁２３ｂ、２３ｃは閉じられている。そして、ステップＳ６で内視鏡管路内
洗滌消毒用ポンプ２０が動作することで、洗滌槽１内の洗滌液が循環液吸引口２より吸引
され、内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８を通じ、逆止弁２１、圧力センサー２２、さらに
分岐流路１９ａ、洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａを順次介して、吸引管路洗滌チューブ接
続口４へと達する。ここで接続された吸引管路洗滌チューブ接続口用ジョイント９を通過
して、洗滌槽１内へと洗滌液は放出される。
【００５１】
この動作中にステップＳ７において、圧力センサー２２の出力を読み取ることで、内視鏡
管路内洗滌消毒用管路１８及び分岐流路１９ａを洗滌液が流れている時の圧力値を測定す
る。なお、Ｐａはこの時測定された圧力値である。この測定値Ｐａは内視鏡管路内洗滌消
毒用管路１８及び分岐流路１９ａ、そしてこれら管路に介在する内視鏡管路内洗滌消毒用
ポンプ２０、逆止弁２１及び洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａ等の動作確認のために利用さ
れる。
【００５２】
同様に分岐流路１９ｂ及び１９ｃについて圧力測定を行う。つまり、ステップＳ８でまず
開いていた洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａを閉じて、続いてステップＳ９で閉じていた洗
滌消毒管路切換電磁弁２３ｂを開く。このとき洗滌消毒管路切換電磁弁２３ｃは閉じられ
ている。
【００５３】
そして、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０を動作させたままの状態でステップＳ１０に
おいて圧力センサー２２の出力を読み取ることで内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８及び分
岐流路１９ｂを洗滌液が流れている時の圧力値を測定する。この時測定された圧力値をＰ
ｂとする。
【００５４】
続いてステップＳ１１に進み、洗滌消毒管路切換電磁弁２３ｂを閉じて、ステップ１２で
洗滌消毒管路切換電磁弁２３ｃを開く。このとき洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａは閉じら
れている。そして、同様に内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０を動作させたままの状態で
ステップＳ１３において圧力センサー２２の出力を読み取ることで内視鏡管路内洗滌消毒
用管路１８及び分岐流路１９ｃを洗滌液が流れている時の圧力値、つまり作動状態に関す
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る情報を測定する。この時測定された圧力値をＰｃとする。
【００５５】
次に、各分岐流路毎の圧力測定が終わった後は、洗滌槽１内の洗滌液を排出する。すなわ
ち、ステップ１４で洗滌消毒管路切換電磁弁２３ｃを閉じて、ステップＳ１５で内視鏡管
路内洗滌消毒用ポンプ２０の動作を止める。続いて、ステップＳ１６で管路切換弁２８を
動作させて排出位置にすることで、排液口３を排液管路３０に連通させ、次にステップＳ
１７で排液ポンプ３１を動作させる。
【００５６】
排液ポンプ３１は洗滌槽１内に指定水位まで貯留された洗滌液を排出するのに十分な時間
動作させる。この時間は貯留量とポンプ能力により予め決定される値である。
【００５７】
図５のフローチャートには仮の値として１分間の時間を記載してある。つまり、ステップ
Ｓ１８で排液ポンプ３１の動作時間が１分を経過したかを判断し、経過した時は次のステ
ップＳ１９に進み、排液ポンプ３１の動作を止める。
【００５８】
洗滌槽１内の洗滌液が排出し終わると、測定した圧力値を比較演算することで使用者に告
知すべき情報が無いかを判断する。そのために予め洗滌消毒装置には測定した圧力値に対
する下限の閾値Ａと上限の閾値Ｂが記憶されている。この閾値と各分岐流路の測定値とが
下式を満たすかどうかそれぞれ比較し、閾値を満たさない場合は使用者に告知すべき情報
と判断する。
【００５９】
比較式：（下限の閾値Ａ）＜（測定値Ｐａ、Ｐｂ、Ｐｃ）＜（上限の閾値Ｂ）
例えば、下限の閾値が０．１５ＭＰａ、上限の閾値が０．１８ＭＰａと記憶されていると
する。これに対して測定された圧力値が０．１７ＭＰａであったとする。この場合は、比
較式を満たしているので、使用者に告知する必要のない情報と判断する。
【００６０】
しかし、例えば測定された値が０．１２ＭＰａであったとする。この場合は、測定値が下
限の閾値を下回っているので、必要な送液圧力が出ていないと判断する。この原因として
、内視鏡管路内洗消毒用ポンプ２０が動作していない、または途中の管路で漏れが生じて
いる、または圧力センサー２２より前段の管路の何処かが詰まっている等の可能性が考え
られ、装置は使用者に告知すべき情報が発生したと判断する。
【００６１】
さらに、例えば測定された値が０．２ＭＰａであったとする。この場合は、測定値が上限
の閾値を上回っているので、過剰な送液圧力が管路に掛かっていると判断する。この原因
としては、洗滌消毒管路切換電磁弁２３が故障して開いていない、または圧力センサー２
２より後段の管路の何処かが詰まっている等の可能性が考えられ、この場合も装置は使用
者に告知すべき情報が発生したと判断する。
【００６２】
このように、作動状態に関する情報としての測定された圧力値と、予め装置に記憶されて
いる使用者に告知すべき情報か否かを判断する上限と下限の閾値との比較を各分岐流路毎
に行う。そして、各分岐流路の圧力値の内、１つでも使用者に告知すべき情報と判断され
た場合は、機能チェック工程を中止して使用者への使用者に告知すべき情報の告知を行う
。すなわち、ステップＳ２０では、各分岐流路毎の圧力測定値が下限の閾値Ａよりも大き
い（Ｐａ＞Ａ、Ｐｂ＞Ａ、Ｐｃ＞Ａ）か否かが判断される。このステップＳ２０で、圧力
測定値の内一つでも閾値Ａよりも小さい場合（使用者に告知すべき情報が発生した場合）
には次のステップＳ２１に進む。このステップＳ２１では内視鏡洗滌消毒装置の内蔵の警
告ブザー４８を鳴らすと共に操作パネル３２のメッセージコード表示部３９に表１のメッ
セージコード表に従って圧力測定値が下限の閾値を下回っている状態を表す“Ｅ２１”の
文字のメッセージコードが表示される。これにより、使用者への使用者に告知すべき情報
発生とその内容についての告知が行われる。
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【００６３】
また、ステップＳ２０で圧力測定値が３つとも全て下限の閾値Ａよりも大きい場合（使用
者に告知すべき情報が発生しない場合）には次のステップＳ２２に進む。このステップＳ
２２では各分岐流路毎の圧力測定値が上限の閾値Ｂよりも小さい（Ｐａ＜Ｂ、Ｐｂ＜Ｂ、
Ｐｃ＜Ｂ）か否かが判断される。
【００６４】
このステップＳ２２で、圧力測定値の内一つでも閾値Ｂよりも大きい場合（使用者に告知
すべき情報が発生した場合）には次のステップＳ２３に進む。このステップＳ２３では内
視鏡洗滌消毒装置の内蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共に操作パネル３２のメッセージコ
ード表示部３９に表１のメッセージコード表に従って圧力測定値が上限の閾値を上回って
いる状態を表す“Ｅ２２”の文字のメッセージコードが表示される。これにより、使用者
への使用者に告知すべき情報発生とその内容についての告知が行われる。
【００６５】
また、全ての各分岐流路毎の圧力測定値が使用者に告知する必要のない情報と判断されれ
ば、送液系の管路やポンプや弁の動作が使用者に告知する必要のない情報であると判断し
、次工程に進む。ここからは、送気系の管路やコンプレッサー２６の動作に使用者に告知
すべき情報が無いかを確認する。ここでは、送液時の圧力測定と同様に、洗滌消毒管路切
換電磁弁２３ａ、２３ｂ、２３ｃを動作させ、各分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃに個別
にエアーの送気を行う。
【００６６】
そして、各流路毎に個別に圧力センサー２２の出力を読み取ることで、各流路毎のエアー
送気時の圧力測定を行う。すなわち、まずステップＳ２４で洗滌消毒管路切換電磁弁２３
ａがまず開く。この時、洗滌消毒管路切換電磁弁２３ｂ、２３ｃは閉じられている。
【００６７】
そして、ステップＳ２５でコンプレッサー２６が動作することで、コンプレッサー２６か
ら吹き出されるエアーがエアー供給管路２７を通じ、逆止弁２５、圧力センサー２２を介
し、さらに分岐流路１９ａを通じ洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａを介して吸引管路洗滌チ
ューブ接続口４へと達する。ここで接続された吸引管路洗滌チューブ接続口用ジョイント
９を通過して洗滌槽１内へとエアーは流出する。
【００６８】
この動作中にステップＳ２６において圧力センサー２２の出力を読み取ることで、エアー
供給管路２７及び分岐流路１９ａをエアーが流れている時の圧力値を測定する。なお、Ｐ
ｄはこの時測定された圧力値である。この測定値Ｐｄはエアー供給管路２７及び分岐流路
１９ａ、そしてこれら管路に介在するコンプレッサー２６、逆止弁２５及び洗滌消毒管路
切換電磁弁２３ａ等の動作確認のために利用される。
【００６９】
同様に分岐流路１９ｂ及び１９ｃについて圧力測定を行う。つまり、ステップＳ２７でま
ず開いていた洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａを閉じて、続いてステップＳ２８で閉じてい
た洗滌消毒管路切換電磁弁２３ｂを開く。このとき洗滌消毒管路切換電磁弁２３ｃは閉じ
られている。
【００７０】
そして、コンプレッサー２６を動作させたままの状態でステップＳ２９において圧力セン
サー２２の出力を読み取ることでエアー供給管路２７及び分岐流路１９ｂをエアーが流れ
ている時の圧力値を測定する。この時測定された圧力値をＰｅとする。続いてステップＳ
３０に進み、洗滌消毒管路切換電磁弁２３ｂを閉じて、ステップ３１で洗滌消毒管路切換
電磁弁２３ｃを開く。このとき洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａは閉じられている。
【００７１】
そして、同様にコンプレッサー２６を動作させたままの状態でステップＳ３２において圧
力センサー２２の出力を読み取ることでエアー供給管路２７及び分岐流路１９ｃをエアー
が流れている時の圧力値を測定する、この時測定された圧力値をＰｆとする。
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【００７２】
圧力値の測定が終わった後は、図６のステップ３３で洗滌消毒管路切換電磁弁２３ｃを閉
じて、スナップＳ３４でコンプレッサー２６の動作を止める。続いて、送液系管路の使用
者に告知すべき情報を確認した手順と同様に測定した圧力値（Ｐｄ、Ｐｅ、Ｐｆ）が使用
者に告知する必要のない情報であるかを判断する。このために予め洗滌装置には測定した
圧力値に対する下限の閾値Ｃと上限の閾値Ｄが記憶されている。この閾値と各分岐流路の
測定値とが下式を満たすかどうかそれぞれ比較し、閾値を満たさない場合は使用者に告知
すべき情報と判断する。
【００７３】
比較式：（下限の閾値Ｃ）＜（測定値Ｐｄ、Ｐｅ、Ｐｆ）＜（上限の閾値Ｄ）
例えば、下限の閾値が０．１１ＭＰａ、上限の閾値が０．１５ＭＰａと記憶されていると
する。これに対して測定された圧力値が０．１３ＭＰａであったとする。この場合は、比
較式を満たしているので、使用者に告知する必要のない情報と判断する。
【００７４】
しかし、例えば測定された値が０．０２ＭＰａであったとする。この場合は、測定値が下
限の閾値を下回っているので、必要な送気圧力が出ていないと判断する。この原因として
、コンプレッサー２６が動作していない、または途中の管路で漏れが生じている、または
圧力センサー２２より前段の管路の何処かが詰まっている等の可能性が考えられ、装置は
使用者に告知すべき情報が発生したと判断する。
【００７５】
さらに、例えば測定された値が０．１８ＭＰａであったとする。この場合は、測定値が上
限の閾値を上回っているので、過剰な送気圧力が管路に掛かっていると判断する。この原
因としては、洗滌消毒管路切換電磁弁２３が開いていない、または圧力センサー２２より
後段の管路の何処かが詰まっている等の可能性が考えられ、この場合も装置は使用者に告
知すべき情報が発生したと判断する。このように、測定された圧力値と予め装置に記憶さ
れている上限と下限の閾値との比較を各分岐流路毎に行う。そして、各分岐流路の内、１
つでも使用者に告知すべき情報と判断された場合は、機能チェック工程を中止し使用者へ
の使用者に告知すべき情報の告知を行う。すなわち、ステップＳ３５では、各分岐流路毎
の圧力測定値が下限の閾値Ｃよりも大きい（Ｐｄ＞Ｃ、Ｐｅ＞Ｃ、Ｐｆ＞Ｃ）か否かが判
断される。このステップＳ３５で、圧力測定値の内一つでも閾値Ｃよりも小さい場合（使
用者に告知すべき情報が発生した場合）には次のステップＳ３６に進む。このステップＳ
３６では内視鏡洗滌消毒装置の内蔵の警告ブザー４８を鳴らすとともに、操作パネル３２
のメッセージコード表示部３９に表1のメッセージコード表に従って圧力測定値が下限の
閾値を下回っている状態を示す。”２３”の文字メッセージが表示される。これにより、
ユーザーへの異常表示とその内容についての告知が行なわれる。
【００７６】
また、ステップＳ３５で圧力測定値が３つとも全て下限の閾値Ｃよりも大きい場合（使用
者に告知すべき情報が発生しない場合）には次のステップＳ３７に進む。このステップＳ
３７では各分岐流路毎の圧力測定値が上限の閾値Ｄよりも小さい（Ｐｄ＜Ｄ、Ｐｅ＜Ｄ、
Ｐｆ＜Ｄ）か否かが判断される。このステップＳ３７で、圧力測定値の内一つでも閾値Ｄ
よりも大きい場合（使用者に告知すべき情報が発生した場合）には次のステップＳ３８に
進む。このステップＳ３８では内視鏡洗滌消毒装置の内蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共
に操作パネル３２のメッセージコード表示部３９に表１のメッセージコード表に従って圧
力測定値が上限の閾値を上回っている状態を表す“Ｅ２４”の文字のメッセージコードが
表示される。これにより、使用者への使用者に告知すべき情報発生とその内容についての
告知が行われる。
【００７７】
また、全ての分岐流路の圧力測定値が使用者に告知する必要のない情報と判断されれば、
送気系の管路やコンプレッサー２６や弁の動作が使用者に告知する必要のない情報である
と判断し、機能チェック工程を終了する。
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【００７８】
また、工程動作中は常に液面検知センサー３０２を監視して、使用者に告知すべき情報水
位に洗滌水や消毒液が達したと判断された場合には、給水弁１３を閉じると共に消毒液注
入ポンプ１７、洗剤注入ポンプ２０５を停止させる。
【００７９】
また、同時に内視鏡洗滌消毒装置の内蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共に操作パネル３２
のメッセージコード表示部３９に表１のメッセージコード表に従って使用者に告知すべき
情報水位に達している状態を表す“Ｅ０５”の文字のメッセージコードが表示される。こ
れにより、使用者への使用者に告知すべき情報発生とその内容についての告知が行われる
。
【００８０】
本実施形態によれば、次のような効果が得られる。機能チェック工程を実施することで内
視鏡洗滌消毒装置が自動的に送液時と送気時に圧力測定を行い、測定値を予め記憶してい
る閾値と比較することで送液系管路、送気系管路、弁、ポンプ、コンプレッサー等に使用
者に告知すべき情報が無いかの判定を行う。
【００８１】
そして、使用者に告知すべき情報と判断された場合は機能チェック工程を中止して装置内
蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共に操作パネル３２のメッセージコード表示部３９にメッ
セージコードを表示させることにより、使用者への使用者に告知すべき情報発生とその内
容に付いての告知を行うようにしたものである。そのため装置内の送液管路系及び送気管
路系における使用者に告知すべき情報を使用者の手を煩わせること無く自動的且つ正確に
検出することができる。
【００８２】
なお、本実施形態においては管路の使用者に告知すべき情報を検知するために圧力計を用
いて、圧力値をもって判断しているが、圧力計の代わりに流量計を用いて流量値をもって
作動状態の情報を検知して判断を行ってもよい。
【００８３】
また、本実施形態においては送液系の管路の確認の後に送気系の管路の確認を行っている
が、先に送気系管路の確認を行ってから、送液系管路の確認を行うようにしてもよい。
【００８４】
さらに、本実施形態においては送液系管路の確認の後に送気系管路の確認を行っているが
、その際送気系管路確認は分岐流路３本とも圧力測定を行っている。しかし、送液系管路
確認時に分岐流路の動作確認は行っているので、送気系管路確認時は分岐流路３本の内一
本だけ圧力測定を行うよう省略して、測定した１つの圧力値を元にコンプレッサー２６及
びエアー供給管路２７及び逆止弁２５の動作確認を行うようにしてもよい。
【００８５】
さらに、本実施形態では液面検知センサーに電極式とフロート式の２種類を用いているが
、その他にダイヤフラム式、光学式、超音波式などの中から異なる検知方式の液面センサ
ーを複数個設置するようにしてもよい。
【００８６】
図７及び図８は第２の実施形態を示し、図７は内視鏡洗滌消毒装置の概略的な構成図であ
る。本実施形態は第１の実施形態（図１～図６参照）の内視鏡洗滌消毒装置の構成を次の
通り変更したものである。なお、図７中で、第１の実施形態と同一構成部分には同一の符
号を付して説明を省略する。
【００８７】
図７において、内視鏡洗滌消毒装置の洗滌槽１の内底部の循環液吸引口２には内視鏡管路
内洗滌消毒用管路１８の一端が接続されている。この内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８の
他端部側は３つの流路に分岐され、３つの分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃが形成されて
いる。そして、分岐流路１９ａは吸引管路洗滌チューブ接続口４、分岐流路１９ｂは送気
送水管路洗滌チューブ接続口５、分岐流路１９ｃは鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６
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にそれぞれ接続されている。さらに、内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８の途中には、内視
鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０と、逆止弁２１と、圧力センサー（測定手段）２２とが順
次介設されている。
【００８８】
次に、本実施形態の内視鏡洗滌消毒装置の作用について説明する。機能チェック工程を行
うために、まず洗滌槽１内の吸引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗滌チュー
ブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６のそれぞれの接続口に吸引管路洗滌
チューブ接続口用ジョイント９と、送気送水管路洗滌チューブ接続口用ジョイント１０と
、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口用ジョイン１１が接続される。これら各ジョイント
は各接続口に設置されると、各接続口が開放される。
【００８９】
続いて、内視鏡洗滌消毒装置の操作パネル３２の機能チェックボタン３６ａを押すと機能
チェック工程が行われる。このとき内視鏡洗滌消毒装置は図８に示すフローチャートに従
って機能チェック工程を次の通り実行する。
【００９０】
まず、洗滌槽１内に水溜めが行われる。すなわち、ステップＳ３９で管路切換弁２８を動
作させ排液口３を閉塞遮断する状態にし、続いてステップＳ４０で、給水弁１３が開き水
道の蛇口１４からの洗滌水が給水管路１２及び給水口７を通じて洗滌槽１内へ供給される
。
【００９１】
そしてステップＳ４１において、洗滌槽１内への給水により貯留量が指定水位に達したか
どうかを図示しない装置内の水位センサーからの情報から判断し、指定水位に達した場合
に次のステップＳ４２に進み、給水弁１３が閉じられる。
【００９２】
次に管路の圧力測定が行われる。すなわち、ステップＳ４３で内視鏡管路内洗滌消毒用ポ
ンプ２０が動作することで、洗滌槽１内の洗滌液が循環液吸引口２より吸引され、内視鏡
管路内洗滌消毒用管路１８を通じ、逆止弁２１、圧力センサー２２を介し、さらに分岐流
路１９ａ、１９ｂ、１９ｃの３つに分流されて吸引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送
水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６へと達する。
【００９３】
ここで接続された吸引管路洗滌チューブ接続口用ジョイント９と送気送水管路洗滌チュー
ブ接続口用ジョイント１０と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口用ジョイント１１とを
通過して洗滌槽１内へと洗滌液は放出される。
【００９４】
この動作中にステップＳ４４において圧力センサー２２の出力を読み取ることで圧力値を
測定する。なお、Ｐｇはこの時測定された内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８及び分岐流路
１９ａ、１９ｂ、１９ｃとを洗滌液が流れている時の圧力値である。この測定値Ｐｇは内
視鏡管路内洗滌消毒用管路１８及び分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃ、そしてこれら管路
に介在する内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０及び逆止弁２１等の動作確認のために利用
される。
【００９５】
圧力値の取得が終わった後は、洗滌槽１内の洗滌液を排出する。すなわち、ステップＳ４
５で内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０の動作を止めて、ステップＳ４６で管路切換弁２
８を動作させて排出位置にすることで、排液口３を排液管路３０に連通させ、次にステッ
プＳ４７で排液ポンプ３１を動作させる。
【００９６】
ステップＳ４８で排液ポンプ３１が洗滌槽１内に貯留された洗滌液を排出するのに十分な
時間動作したかを判断し、経過した時は次のステップＳ４９に進み、排液ポンプ３１の動
作を止める。洗滌槽１内の洗滌液が排出し終わると、測定された圧力値を比較演算するこ
とで内視鏡洗滌消毒装置内に使用者に告知すべき情報が無いかを判断する。そのために予
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め内視鏡洗滌消毒装置には測定した圧力値に対する下限の閾値Ｅと上限の閾値Ｆが記憶さ
れている。この閾値と測定値とが下式を満たすか比較し、下式を満たさない場合は使用者
に告知すべき情報と判断する。
【００９７】
比較式：（下限の閾値Ｅ）＜（測定値Ｐｇ）＜（上限の閾値Ｆ）
つまり、ステップＳ５０で、圧力測定値が下限の閾値Ｅよりも大きい（Ｐｇ＞Ｅ）か否か
が判断される。このステップＳ５０で、圧力測定値が閾値Ｅよりも小さい場合（使用者に
告知すべき情報が発生した場合）には次のステップＳ５１に進む。このステップＳ５１で
は内視鏡洗滌消毒装置の内蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共に操作パネル３２のメッセー
ジコード表示部３９に表１のメッセージコード表に従って圧力測定値が下限の閾値を下回
っている状態を表す“Ｅ２１”の文字のメッセージコードが表示される。これにより、使
用者への使用者に告知すべき情報発生とその内容についての告知が行われる。
【００９８】
また、ステップＳ５０で圧力測定値が下限の閾値Ｅよりも大きい場合（使用者に告知すべ
き情報が発生しない場合）には次のステップＳ５２に進む。このステップＳ５２では圧力
測定値が上限の閾値Ｆよりも小さい（Ｐｇ＜Ｆ）か否かが判断される。このステップＳ５
２で、圧力測定値が閾値Ｆよりも大きい場合（使用者に告知すべき情報が発生した場合）
には次のステップＳ５３に進む。
【００９９】
このステップＳ５３では内視鏡洗滌消毒装置の内蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共に操作
パネル３２のメッセージコード表示部３９に表１のメッセージコード表に従って圧力測定
値が上限の閾値を上回っている状態を表す“Ｅ２２”の文字のメッセージコードが表示さ
れる。これにより、使用者への使用者に告知すべき情報発生とその内容についての告知が
行われる。
【０１００】
また、圧力測定値が使用者に告知する必要のない情報と判断されれば、送液系の管路やポ
ンプや弁の動作が使用者に告知する必要のない情報であると判断し、次工程に進む。
【０１０１】
ここからは、送気系の管路やコンプレッサー２６の動作に使用者に告知すべき情報が無い
かを確認する。すなわち、まずステップＳ５４でコンプレッサー２６を動作させることで
、コンプレッサー２６から吹き出されるエアーがエアー供給管路２７を通じ、逆止弁２５
、圧力センサー２２を介し、さらに分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃの３つに分流されて
吸引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイ
プ洗滌チューブ接続口６へと達する。
【０１０２】
ここで接続された吸引管路洗滌チューブ接続口用ジョイント９と送気送水管路洗滌チュー
ブ接続口用ジョイント１０と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口用ジョイン１１とを通
過して洗滌槽１内へとエアーは流出される。この動作中にステップＳ５５において圧力セ
ンサー２２の出力を読み取ることで、エアー供給管路２７及び分岐流路１９ａ、１９ｂ、
１９ｃをエアーが流れている時の圧力値を測定する。
【０１０３】
なお、Ｐｈはこの時測定されたエアー供給管路２７及び分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃ
をエアーが流れている時の圧力値である。この検出値Ｐｈはエアー供給管路２７及び分岐
流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃ、そしてこれら管路に介在するコンプレッサー２６、逆止弁
２５等の動作確認のために利用される。
【０１０４】
圧力の測定が終わった後は、ステップＳ５６でコンプレッサー２６の動作を止める。続い
て、送液系管路の使用者に告知すべき情報を確認した手順と同様に測定した圧力値が使用
者に告知する必要のない情報であるかを確認する。このために予め洗滌装置には測定した
圧力値に対する下限の閾値Ｇと上限の閾値Ｈが記憶されている。この閾値と測定値とが下
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式を満たすかどうか比較し、下式を満たさない場合は使用者に告知すべき情報と判断する
。
【０１０５】
比較式：（下限の閾値Ｇ）＜（測定値Ｐｈ）＜（上限の閾値Ｈ）
すなわち、ステップＳ５７では、圧力測定値が下限の閾値Ｇよりも大きい（Ｐｈ＞Ｇ）か
否かが判断される。このステップＳ５７で、圧力測定値が閾値Ｇよりも小さい場合（使用
者に告知すべき情報が発生した場合）には次のステップＳ５８に進む。
【０１０６】
このステップＳ５８では内視鏡洗滌消毒装置の内蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共に操作
パネル３２のメッセージコード表示部３９に表１のメッセージコード表に従って圧力測定
値が下限の閾値を下回っている状態を表す“Ｅ２３”の文字のメッセージコードが表示さ
れる。これにより、使用者への使用者に告知すべき情報発生とその内容についての告知が
行われる。
【０１０７】
また、ステップＳ５７で圧力測定値が下限の閾値Ｇよりも大きい場合（使用者に告知すべ
き情報が発生しない場合）には次のステップＳ５９に進む。このステップＳ５９では圧力
測定値が上限の閾値Ｈよりも小さい（Ｐｈ＜Ｈ）か否かが判断される。このステップＳ５
９で、圧力測定値が閾値Ｈよりも大きい場合（使用者に告知すべき情報が発生した場合）
には次のステップＳ６０に進む。
【０１０８】
このステップＳ６０では内視鏡洗滌消毒装置の内蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共に操作
パネル３２のメッセージコード表示部３９に表１のメッセージコード表に従って圧力測定
値が上限の閾値を上回っている状態を表す“Ｅ２４”の文字のメッセージコードが表示さ
れる。これにより、使用者への使用者に告知すべき情報発生とその内容についての告知が
行われる。
【０１０９】
また、圧力測定値が使用者に告知する必要のない情報と判断されれば、送気系の管路やコ
ンプレッサーや弁の動作が使用者に告知する必要のない情報であると判断し、機能チェッ
ク工程を終了する。
【０１１０】
本実施形態によれば、分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃへ同時に洗滌液やエアーを流して
いるので、第１の実施形態の場合において分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃをそれぞれ一
本毎に圧力を測定している場合に比べ、管路抵抗が低くなり測定する圧力値も低くなって
くる。そこで、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０やコンプレッサー２６の能力が低い場
合には、分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃが使用者に告知する必要のない情報な場合と分
岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃ内１つが詰まっている状態とで測定圧力値が同等になるこ
とが考えられる。
【０１１１】
このような場合は、洗滌槽１内の吸引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗滌チ
ューブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６のそれぞれの接続口に接続する
吸引管路洗滌チューブ接続口用ジョイント９と、送気送水管路洗滌チューブ接続口用ジョ
イント１０と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口用ジョイント１１にオリフィス等の適
度な管路抵抗を発生させる機構を設けてもよい。
【０１１２】
前記機構により、分岐流路の３本ともが使用者に告知する必要のない情報な場合と分岐流
路の内１つが詰まっている状態とで容易に測定圧力値に有意差を生じさせるようにするこ
とができる。
【０１１３】
本実施形態によれば、次のような効果を奏する。すなわち、本実施形態によれば、機能チ
ェック工程を実施することで内視鏡洗滌消毒装置が自動的に送液時と送気時に圧力測定を
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行い、測定値を予め記憶している閾値と比較することで送液系管路と送気系管路とに使用
者に告知すべき情報が無いかの判定を行い、使用者に告知すべき情報と判断された場合は
機能チェック工程を中止して装置内蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共に操作パネル３２の
メッセージコード表示部３９にメッセージコードを表示させることにより、使用者への使
用者に告知すべき情報発生とその内容に付いての告知を行うようにしたものである。
【０１１４】
そのため装置内の送液管路系及び送気管路系における使用者に告知すべき情報を使用者の
手を煩わせること無く自動的に正確且つ簡単な構成で検出することができる。また、内視
鏡洗滌消毒装置側の部品点数、制御方法は第１の実施形態に比べ簡略化することができる
。
【０１１５】
前述した第１及び第２の実施形態の場合においては、内視鏡洗滌消毒装置が自動的に装置
内の使用者に告知すべき情報を確認するものであるが、なるべく使用者の手間や時間を掛
けずに目視確認してもらう方法もある。図９を用いてその実施形態を説明する。図９は内
視鏡洗滌消毒装置の概略的な構成図である。
【０１１６】
本実施形態は第１の実施形態（図１～図６参照）の内視鏡洗滌消毒装置の構成を次の通り
変更したものである。なお、図９中で、第１の実施形態と同一構成部分には同一の符号を
付して説明を省略する。
【０１１７】
図９中で５０は機能チェック用チューブである。機能チェック用チューブ５０には３本の
チューブ５１ａ、５１ｂ、５１ｃがついており、これらチューブの一端は洗滌槽１内の吸
引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ
洗滌チューブ接続口６に取り付けられるようになっている。
【０１１８】
また、これら３本のチューブ５１ａ、５１ｂ、５１ｃの他端はブロック５２に繋がってい
る。このブロック５２はそれぞれのチューブ５１ａ、５１ｂ、５１ｃから流れてくる液体
をそのまま３つの開口部５３ａ、５３ｂ、５３ｃからブロック５２の上方へ放出するよう
になっている。また、このブロック５２は洗滌槽１内の中心付近に固定できるようになっ
ている。
【０１１９】
次に前記構成の作用について説明する。機能チェックチューブ５０の３本のチューブ５１
ａ、５１ｂ、５１ｃを洗滌槽１内の吸引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗滌
チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６に取り付ける。
【０１２０】
次に、機能チェックチューブ５０のブロック５２を洗滌槽１内に固定し、機能チェック工
程を操作パネル３２を操作して開始する。機能チェック工程が開始されると洗滌液を洗滌
槽１内に溜める。指定水位に達した後に内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０を動作させる
。
【０１２１】
洗滌槽１内の洗滌液が内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０が動作することで、洗滌槽１内
の洗滌液が循環液吸引口２より吸引され、内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８を通じ、さら
に分岐流路１９ａ、１９ｂ、１９ｃの３つに分流されて吸引管路洗滌チューブ接続口４と
、送気送水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６へと達す
る。
【０１２２】
ここで接続された機能チェックチューブ５０を通過して洗滌槽１内へと洗滌液は放出され
る。ここで、使用者に機能チェックチューブ５０のブロック５２の開口部５３ａ、５３ｂ
、５３ｃから洗滌液が吹き出していることを目視確認してもらうことで、内視鏡洗滌消毒
装置内部のポンプや弁の動作確認を行ってもらう。
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【０１２３】
前記構成によれば、次のような効果を奏する。すなわち、本実施形態によれば、一つ一つ
の管路を手作業でいちいち確認すること無く、簡便かつ短時間に装置の管路の使用者に告
知すべき情報を検知することができ、しかも内視鏡洗滌消毒装置側の部品点数、制御方法
も第１及び第２の実施形態に比べ簡略化することができる。
【０１２４】
図１０（Ａ）（Ｂ）は洗滌槽１の底面に複数個の超音波振動子を設置した実施形態である
。図１０（Ａ）（Ｂ）において８０ａ～８０ｈは超音波振動子である。超音波振動子８０
ａ～８０ｈは洗滌槽１の底面に配置され、内視鏡１００の洗滌時に駆動させることで、内
視鏡１００の超音波洗滌を行う。
【０１２５】
本実施形態では仮に８個の超音波振動子８０ａ～８０ｈを配置している。洗滌槽１は設置
された内視鏡１００の挿入部１０１が設置される部分が浅く、操作部１０２や電気コネク
タ１０３が設置される部分は深くなっている。超音波振動子８０ａ～８０ｄは内視鏡１０
０の操作部１０２や電気コネクタ１０３を洗滌する水深の深い位置に配置され、超音波振
動子８０ｅ～８０ｈは内視鏡１００の挿入部１０１を洗滌する水深の浅い位置に配置され
ている。
【０１２６】
図１１は超音波振動子８０と、超音波振動子８０を駆動する回路のブロック図である。図
中８１は基準信号発生回路である。この基準信号発生回路８１で、超音波振動子８０を駆
動する周波数の基準信号を生成する。この基準信号発生回路８１は乗算器８２に基準信号
を入力する。
【０１２７】
この乗算器８２には内視鏡洗滌消毒機のＣＰＵ４２からのデジタル信号をアナログ信号に
変換したＤ／Ａ変換器８３からの信号も入力される。乗算器８２では、入力された基準信
号発生回路８１で生成された基準信号とＤ／Ａ変換器８３からの信号の二者を掛け合わせ
た信号を増幅回路８４へ出力する。
【０１２８】
増幅回路８４では入力された信号を増幅し、出力を超音波振動子８０へ供給することで、
超音波振動子８０を駆動する。増幅回路８４からの出力は、超音波振動子８０ａと８０ｂ
、８０ｃと８０ｄ、８０ｅと８０ｆ、８０ｇと８０ｈの、２個ずつ４つの超音波振動子の
組に並列に供給される。
【０１２９】
また、増幅回路８４からの出力は、電圧検知回路８５と電流検知回路８６ａ～８６ｄにお
いて測定される。そして、電圧検知回路８５において測定された電圧値と電流検知回路８
６ａ～８６ｄにおいて測定された電流値はＣＰＵへと出力される。
【０１３０】
　ここで、電流検知回路８６ａは超音波振動子８０ａと８０ｂの２つの超音波振動子に流
れる電流を測定し、測定した電流値をＣＰＵへ出力する。同様に、電流検知回路８６ｂは
超音波振動子８０ｃと８０ｄの２つの超音波振動子に流れる電流を、電流検知回路８６ｃ
は超音波振動子８０ｅと８０ｆの２つの超音波振動子に流れる電流を、電流検知回路８６
ｄは超音波振動子８０ｇと８０ｈの２つの超音波振動子に流れる電流をそれぞれ測定して
いる。
【０１３１】
図１２（Ａ）～（Ｃ）は、洗滌消毒装置１１９に内蔵された洗剤ボトル２００と洗剤ボト
ル２００の収納トレー２０１の構成図である。洗剤ボトル２００には洗滌消毒装置１１９
で内視鏡１００を洗滌する際に使用する洗剤が貯蔵されている。洗剤は使用され、減少し
てきた時に使用者に補充してもらう。この際、内視鏡洗滌装置１１９から簡便に洗剤ボト
ル２００が取り出せるように収納トレー２０１が内視鏡洗滌装置１１９の前面から引き出
せるように配置されている。
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【０１３２】
また、収納トレー２０１を引き出した際に洗剤ボトル２００から、洗滌消毒装置の洗剤注
入ポンプ２０５に繋がる洗剤供給管路２０２が抜けないよう、収納トレー２０１を引き出
す分だけ洗剤供給管路２０２には冗長を持たせてある。
【０１３３】
さらに、洗剤管路チューブ２０２の冗長が、収納トレー２０１を収納した際に、絡まった
り、座屈したりしないようばね２０３で洗剤管路チューブ２０２を吊り下げている。つま
り、収納トレー２０１が収納されている時は、ばね２０３が縮まり、洗剤供給管路２０２
の冗長分がばね２０３に吊り上げることで、洗剤供給管路２０２が絡まったり、座屈した
りしないようになっている。また、収納トレー２０１が引き出される時は、ばね２０３が
伸びて、洗剤供給管路２０２の冗長分が収納トレー２０１に沿って伸びることで、洗剤供
給管路２０２が突っ張ったり、抜けたりしないようになっている。
【０１３４】
前記内視鏡洗滌消毒装置において、使用された内視鏡１００を洗滌消毒する際には、まず
洗滌槽１に内視鏡１００を設置する。そして、洗滌槽１内の吸引管路洗滌チューブ接続口
４と、送気送水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口６に、
それぞれ図示しない吸引管路洗滌チューブと送気送水管路洗滌チューブと、鉗子起上パイ
プ洗滌チューブの一端を接続する。そして、これら洗滌チューブの他端を図示しない内視
鏡の吸引管路、送気送水管路、鉗子起上パイプにそれぞれ接続する。その後、操作パネル
３２のプログラム選択ボタン３３によって、内視鏡の種類や内視鏡の使用条件によって最
適な洗滌消毒プログラムを選択し、洗滌消毒工程始動ボタン３４を押して洗滌消毒工程を
開始する。
【０１３５】
洗滌消毒工程が開始されると、超音波洗滌、消毒、すすぎ、送気の各工程が順次自動的に
行われる。まず、洗滌工程では洗滌槽１内に水溜めが行われる。管路切換弁２８を動作さ
せ排液口３を閉塞遮断する状態にし、続いて、給水弁１３が開き水道の蛇口１４からの洗
滌水が給水管路１２及び給水口７を通じて洗滌槽１内へ供給される。
【０１３６】
そして、洗滌槽１内への給水により貯留量が指定水位に達したかどうかを液面センサー３
０１からの情報から判断し、指定水位に達した場合に給水弁１３が閉じられる。続いて、
洗剤ポンプ１２０が一定時間動作して、洗滌槽１内に洗剤が注入される。ここで、給水後
に洗剤を注入するようにしているのは液面の泡立ちを防止するためである。
【０１３７】
続いて、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０が動作することで、洗滌槽１内の洗滌液が循
環液吸引口２より吸引され、内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８を通じ、逆止弁２１、圧力
センサー２２、さらに分岐流路１９、洗滌消毒管路切換電磁弁２３を順次介して、吸引管
路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌
チューブ接続口６へと達する。
【０１３８】
ここから、各接続口に接続された吸引管路洗滌チューブと送気送水管路洗滌チューブと、
鉗子起上パイプ洗滌チューブを介して内視鏡１００の吸引管路と送気送水管路と、鉗子起
上パイプヘ洗滌水が送られることで、内視鏡１００の各管路内の洗滌が行われる。このと
き、洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａ、２３ｂ、２３ｃを動作させ、各分岐流路１９ａ、１
９ｂ、１９ｃに個別に送液させることで、内視鏡１００の各管路毎に洗滌を行う。これは
、各管路へ流す洗滌水の圧力と流量を確保し、確実に洗滌を行うためである。また、給水
後に内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０を動作させているのは、水面の波立ちを防止する
ためである。
【０１３９】
　また、ここで超音波振動子８０を駆動させることで、超音波洗滌が行われる。超音波洗
滌が開始されると、基準信号発生回路８１で、超音波振動子８０を駆動する周波数の基準
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信号が生成される。例えばこの基準信号は３Ｖｐ－ｐの３６ｋＨｚの正弦波とする。
【０１４０】
このとき、ＣＰＵからは基準信号を１倍にするようＤ／Ａ変換器８３に例えば“１”とい
うデジタル信号が入力され、この入力をアナログ化した信号例えば１Ｖという制御信号を
Ｄ／Ａ変換器８３は乗算器８２へと出力する。乗算器８２では、入力された基準信号発生
回路８１からの基準信号とＤ／Ａ変換器８３からの信号の二者を掛け合わせた信号を出力
する。
【０１４１】
つまり、基準周波数３Ｖｐ－ｐの正弦波に制御信号１Ｖが入力されている場合の出力は３
Ｖｐ－ｐの正弦波となる。乗算器８２から出力された信号は増幅回路８４に入力される。
増幅回路８４では入力された信号を超音波振動子８０を駆動するために増幅する。例えば
増幅回路のゲインを４０倍とすると、増幅回路８４への入力が３Ｖｐ－ｐの場合出力は１
２０Ｖｐ－ｐとなる。
【０１４２】
　この出力は、超音波振動子８０ａと８０ｂ、８０ｃと８０ｄ、８０ｅと８０ｆ、８０ｇ
と８０ｈの、２個ずつ４つの超音波振動子の組に並列に供給され、それぞれの超音波振動
子を駆動し超音波洗滌が行われる。そして、増幅回路８４から超音波振動子８０ａ～８０
ｈへ供給される出力は、電圧検知回路８５において出力電圧を測定され、測定結果はＣＰ
Ｕへと出力される。この時測定された出力電圧をＶoutとする。
【０１４３】
　また、各々２個ずつの超音波振動子の組に流れる電流が電流検知回路８６ａ～８６ｄに
おいて測定され、各々測定された電流値がＣＰＵへと出力される。つまり、電流検知回路
８６ａは超音波振動子８０ａと８０ｂの２つの超音波振動子に流れる電流を測定し、測定
した電流値をＣＰＵへ出力する。
【０１４４】
　この時測定された出力電流をＩ1　とする。同様に、電流検知回路８６ｂは超音波振動
子８０ｃと８０ｄの２つの超音波振動子に流れる電流を測定し、測定した電流値をＣＰＵ
へ出力する。この時測定された出力電流をＩ２　とする。電流検知回路８６ｃは超音波振
動子８０ｅと８０ｆの２つの超音波振動子に流れる電流を測定し、測定した電流値をＣＰ
Ｕへ出力する。この時測定された出力電流をＩ３　とする。電流検知回路８６ｄは超音波
振動子８０ｇと８０ｈの２つの超音波振動子に流れる電流を測定し、測定した電流値をＣ
ＰＵへ出力する。この時測定された出力電流をＩ4　とする。ＣＰＵでは、電圧検知回路
８５から送られてきた出力電圧Ｖoutと電流検知回路８６ａ～８６ｄから送られてきた出
力電流Ｉ1　～Ｉ4　から、超音波振動子８０ａ～８０ｈに供給される出力Ｗoutを下式よ
り算出する。
【０１４５】
Ｗout＝Ｖout×（Ｉ1　＋Ｉ２　＋Ｉ３　＋Ｉ4　）
この算出された出力値Ｗoutと予め記憶されている出力基準値Ｗｓを比較して、出力基準
値Ｗｓより大きい場合は出力を下げるように乗算器８２へ送る信号を小さくする。つまり
、Ｗout ＞Ｗｓの場合は基準信号を例えば１／２倍にするようＤ／Ａ変換器８３に“０．
５”というデジタル信号を出力し、この入力をアナログ化した信号例えば０．５Ｖという
制御信号をＤ／Ａ変換器８３は乗算器８２へと出力する。
【０１４６】
乗算器８２では、入力された基準信号発生回路８１からの基準信号と８３からの信号の二
者を掛け合わせたアンプ入力信号を出力する。つまり、基準周波数３Ｖｐ－ｐの正弦波に
制御信号０．５Ｖが入力されている場合は、出力は１．５Ｖｐ－ｐの正弦波となる。乗算
器８２から出力された信号は増幅回路８４に入力され４０倍に増幅されて６０Ｖｐ－ｐの
出力を超音波振動子８０に供給する。
【０１４７】
逆に、算出された出力値Ｗoutが予め記憶されている出力基準値Ｗｓより小さい場合は出



(19) JP 4804614 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

力を上げるように乗算器８２へ送る信号を大きくする。つまり、Ｗout＜Ｗｓの場合は、
基準信号を例えば２倍にするようＤ／Ａ変換器８３に“２”というデジタル信号を出力し
、この入力をアナログ化した信号例えば２Ｖという制御信号をＤ／Ａ変換器８３は乗算器
８２へと出力する。
【０１４８】
乗算器８２では、入力された基準信号発生回路８１からの基準信号とＤ／Ａ変換器８３か
らの信号の二者を掛け合わせたアンプ入力信号を出力する。つまり、基準周波数３Ｖｐ－
ｐの正弦波に制御信号２Ｖが入力されている場合は、出力は６Ｖｐ－ｐの正弦波となる。
乗算器８２から出力された信号は増幅回路８４に入力され４０倍に増幅されて２４０Ｖｐ
－ｐの出力を超音波振動子８０に供給する。
【０１４９】
ところで内視鏡には、胃用内視鏡、気管支用内視鏡、大腸用内視鏡、超音波内視鏡など多
種類であり、それらの構造もまた様々である。胃用内視鏡が標準的な大きさであるのに対
し、気管支用内視鏡は挿入部が短く細い。また、大腸用内視鏡は挿入部が長い。超音波内
視鏡は超音波コードや副操作部を具備しており、非常に大きい。
【０１５０】
このように多種の内視鏡を洗滌消毒するにあたり、洗滌対象となる内視鏡の種類によって
超音波振動子８０に掛かる負荷は大きく変化する。前記のように超音波振動子への供給電
力を監視し、制御することで常に一定電力で超音波振動子を駆動し、効率よく一定の洗滌
力を保つようにする。
【０１５１】
また、ＣＰＵでは電力制御を行うと同時に超音波振動子８０に使用者に告知すべき情報が
無いか、電流値Ｉ1　とＩ２　、Ｉ３　とＩ4　をそれぞれ比較することで確認する。ここ
で、電流値Ｉ1　とＩ２　はそれぞれ、超音波振動子８０ａと８０ｂの組と、８０ｃと８
０ｄの組に流れる電流である。超音波振動子８０ａ～８０ｄは内視鏡１００の操作部１０
２や電気コネクタ１０３が設置される洗滌槽１の中で水深が深い部分に配置されており、
超音波振動子８０ａ～８０ｄには、ほぼ同等の負荷が掛かっている。そこで、電流値Ｉ1

　とＩ２　は通常であれば、ほぼ同等の値を示す。
【０１５２】
また、電流値Ｉ３　とＩ4　はそれぞれ、超音波振動子８０ｅと８０ｆの組と、８０ｇと
８０ｈの組に流れる電流である。超音波振動子８０ｅ～８０ｈは内視鏡１００の挿入部１
０１が設置される洗滌槽１の中で水深が浅い部分に配置されているので、超音波振動子８
０ｅ～８０ｈには、ほぼ同等の負荷が掛かる。そこで、電流値Ｉ３　とＩ4　は通常であ
れば、ほぼ同等の値を示す。
【０１５３】
しかし、超音波振動子８０ａ～８０ｈの何れか１つでも動作しないと、電流値Ｉ1　とＩ

２　または、Ｉ３　とＩ4　で同等の値を示さなくなる。そこで、ＣＰＵにおいて下式を
用いて、電流値Ｉ1　とＩ２　、Ｉ３　とＩ4　をそれぞれ比較することで超音波振動子８
０に使用者に告知すべき情報が無いか確認する。
【０１５４】
（式１）
Ｘ１＝Ｉ1　÷Ｉ２　×１００　　　Ｘ２＝Ｉ３　÷Ｉ4　×１００
ここで、Ｘ１及びＸ２が予め記憶されている適正範囲内に収まっているか否かで使用者に
告知すべき情報を判断する。例えば仮に適正範囲を８０％～１２０％とする。そして、電
流値の測定結果がＩ1　＝１．２Ａ、Ｉ２　＝１．４Ａ、Ｉ３　＝１．３Ａ、Ｉ4　＝１、
１Ａであったとする。すると、上式の演算結果はＸ１≒８５．７％、Ｘ２≒１１８．２％
となり、適正範囲８０％～１２０％内にあるので使用者に告知する必要のない情報と判断
する。
【０１５５】
しかし、例えば、電流値の測定結果がＩ1　＝１．２Ａ、Ｉ２　＝１．８Ａ、Ｉ３　＝１
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．３Ａ、Ｉ4　＝０．６Ａであったとする。すると、上式の演算結果はＸ１≒６６．７％
、Ｘ２≒２１６．７％となり、両者ともに適正範囲８０％～１２０％外にあるので使用者
に告知すべき情報と判断する。もちろんＸ１またはＸ２の何れかが適正範囲を外れた場合
には使用者に告知すべき情報とする。前記のように、ほぼ同等の負荷の掛かる超音波振動
子に流れる電流を比較することで、超音波振動子の使用者に告知すべき情報を精度良く検
知することができる。
【０１５６】
また同時に、Ｉ1　～Ｉ4　各々に対しても閾値を設けて、過剰に電流値が低い場合や高い
場合にも使用者に告知すべき情報と判断する。つまり、例えば上限値として３Ａ、下限値
を０．５Ａと設定した場合にＩ1　～Ｉ4　のそれぞれに対し上限値と下限値を比較し、そ
の閾値を超えた場合も使用者に告知すべき情報とする。これは例えば、断線や発振回路の
使用者に告知すべき情報によって超音波振動子への供給電力に使用者に告知すべき情報が
ある場合を検知することができる。
【０１５７】
つまり、例えばＩ1　＝０Ａ、Ｉ２　＝０Ａ、Ｉ３　＝３．７Ａ、Ｉ4　＝３．８Ａであっ
たとする。この場合、式１の演算結果では使用者に告知する必要のない情報範囲に入って
いるが、Ｉ1　～Ｉ4　個々は上限値３Ａ、下限値０．５Ａを外れているので使用者に告知
すべき情報と判断する。もちろんＩ1　～Ｉ4　の何れかが閾値を外れた場合には使用者に
告知すべき情報とする。
【０１５８】
使用者に告知すべき情報と判断された場合には、洗滌消毒工程を中止して、内視鏡洗滌消
毒装置の内蔵の警告ブザー４８を鳴らすと共に操作パネル３２のメッセージコード表示部
３９に表１のメッセージコード表に従って超音波回路の使用者に告知すべき情報を示す“
Ｅ６１”の文字のメッセージコードが表示される。これにより、使用者への使用者に告知
すべき情報発生とその内容についての告知が行われる。
【０１５９】
超音波洗滌工程が使用者に告知すべき情報なく終了すると、洗滌槽１内の洗滌水が洗滌消
毒装置外へ排出される。すなわち、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０の動作をまず止め
て、管路切換弁２８を動作させて排出位置にすることで、排液口３を排液管路３０に連通
させ、次に排液ポンプ３１を動作させる。排液ポンプ３１は洗滌槽１内に指定水位まで貯
留された洗滌液を排出するのに十分な時間動作させる。この時間は貯留量とポンプ能力に
より予め決定される値である。指定時間を経過したら排液ポンプ３１の動作を止める。
【０１６０】
続いて、消毒工程が開始される。まず洗滌槽１内に消毒液が溜められる。すなわち、管路
切換弁２８を動作させ排液口３を閉塞遮断する状態にし、続いて、消毒液ポンプ１７が動
作し、消毒液タンク１６内に貯蔵してある消毒液が消毒液供給１５及び消毒液注入口８を
通じて洗滌槽１内へ供給される。
【０１６１】
そして、洗滌槽１内への消毒液注入により貯留量が指定液位に達したかどうかを液面セン
サー３０１からの情報から判断し、指定水位に達した場合に消毒液注入ポンプ１７の動作
を止める。こうして、洗滌槽１内に消毒液が満たされることで洗滌槽１内に設置された内
視鏡１００が消毒液に浸漬され、内視鏡１００の外表面が消毒される。
【０１６２】
消毒液が貯留された後、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０が動作することで、洗滌槽１
内の消毒液が循環液吸引口２より吸引され、内視鏡管路内洗滌消毒用管路１８を通じ、逆
止弁２１、圧力センサー２２、さらに分岐流路１９、洗滌消毒管路切換電磁弁２３順次介
して、吸引管路洗滌チューブ接続口４と、送気送水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起
上パイプ洗滌チューブ接続口６へと達する。
【０１６３】
ここから、各接続口に接続された吸引管路洗滌チューブと送気送水管路洗滌チューブと、
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鉗子起上パイプ洗滌チューブを介して内視鏡１００の吸引管路と送気送水管路と、鉗子起
上パイプヘ消毒液が送られることで、内視鏡１００の各管路内の消毒が行われる。
【０１６４】
このとき、洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａ、２３ｂ、２３ｃを動作させ、各分岐流路１９
ａ、１９ｂ、１９ｃに個別に送液することで、内視鏡１００の各管路毎に消毒を行う。こ
れは、各管路へ流す消毒液の圧力と流量を確保し、確実に内視鏡各管路内を消毒液で満た
すためである。また、消毒液注入後に内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０を動作させてい
るのは、液面の波立ちを防止するためである。
【０１６５】
そして、選択された消毒時間が経過すると、洗滌槽１内の消毒液を消毒液タンク１６へ回
収し消毒工程が終了する。
【０１６６】
すなわち、管路切換弁２８を動作させて回収位置にすることで、排液口３を回収管路２９
に連通させることで、洗滌槽１と消毒液タンク１６を連通させて、消毒液を自重で洗滌槽
１から消毒液タンク１６に回収させる。
【０１６７】
消毒工程が終了すると、続いてすすぎ工程が行われる。すすぎ工程は、超音波洗滌工程と
同様に洗滌槽１内に水を溜めて、次に内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ２０が動作させ、内
視鏡１００の各管路へ洗滌水が送ることで、内視鏡１００の外表面と各管路内のすすぎが
行われる。
【０１６８】
すすぎが終わると、洗滌槽１内の洗滌水を超音波洗滌工程と同様に内視鏡洗滌消毒装置の
外へと排出する。その後、コンプレッサー２６が動作することで、コンプレッサー２６か
ら吹き出されるエアーがエアー供給管路２７を通じ、逆止弁２５、圧力センサー２２を介
し、さらに分岐流路１９を通じ洗滌消毒管路切換電磁弁２３を介して吸引管路洗滌チュー
ブ接続口４と、送気送水管路洗滌チューブ接続口５と、鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続
口６へと達する。
【０１６９】
ここから、各接続口に接続された吸引管路洗滌チューブと送気送水管路洗滌チューブと、
鉗子起上パイプ洗滌チューブを介して内視鏡１００の吸引管路と送気送水管路と、鉗子起
上パイプへエアーが送られることで、内視鏡１００の各管路内の除水が行われる。このと
き、洗滌消毒管路切換電磁弁２３ａ、２３ｂ、２３ｃを動作させ、各分岐流路１９ａ、１
９ｂ、１９ｃに個別に送気させることで、内視鏡１００の各管路毎に除水を行う。これは
、各管路へ流すエアーの圧力と流量を確保し、確実に除水を行うためである。
【０１７０】
以上のようにして、一連の洗滌消毒工程が行われる。
【０１７１】
前述した実施形態によれば、次のような構成が得られる。
【０１７２】
（付記１）内視鏡の管路に接続される管路接続部を備え、前記内視鏡管路に洗滌消毒作業
用の流体を流して前記内視鏡管路内を洗滌消毒可能な内視鏡洗滌消毒装置において、前記
管路接続部に接続されることにより前記管路接続部を開放するジョイントと、前記管路接
続部に流れる流体の物理量を測定する測定手段と、前記測定手段で測定された測定値が使
用者に告知する必要のない情報か使用者に告知すべき情報かを判断する制御手段とを具備
したことを特徴とする内視鏡洗滌消毒装置。
【０１７３】
（付記２）前記測定手段は、前記管路接続部に流れる流体の圧力測定手段であることを特
徴とする付記１に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【０１７４】
（付記３）前記測定手段は、前記管路接続部に流れる流体の流量測定手段であることを特
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【０１７５】
（付記４）前記制御手段は、前記測定手段で測定された測定結果が使用者に告知すべき情
報と判断された場合に、前記管路接続部に流れる流体の使用者に告知すべき情報状態を告
知する告知手段を備えたことを特徴とする付記１の内視鏡洗滌消毒装置。
【０１７６】
【発明の効果】
　以上説明したように、この発明によれば、複数の超音波振動子を並列駆動して内視鏡を
洗滌する際に、超音波振動子の組ごとに流れる電流値等を測定して複数の超音波振動子の
駆動状態を監視することにより、高精度な制御ができ、効率よく洗滌ができるという効果
がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施形態を示す内視鏡洗滌消毒装置の概略的構成図。
【図２】同実施形態の洗滌チューブ接続口と接続口用ジョイントを示し、（Ａ）は側面図
、（Ｂ）は縦断側面図。
【図３】同実施形態の操作パネルの正面図。
【図４】同実施形態の制御部のブロック図。
【図５】同実施形態の作用を示すフローチャート図。
【図６】同実施形態の作用を示すフローチャート図。
【図７】この発明の第２の実施形態を示す内視鏡洗滌消毒装置の概略的構成図。
【図８】同実施形態の作用を示すフローチャート図。
【図９】内視鏡洗滌消毒装置の他の実施形態を示す概略的構成図。
【図１０】同実施形態の洗滌槽の底部を示し、（Ａ）は縦断側面図、（Ｂ）は平面図。
【図１１】同実施形態の制御部のブロック図。
【図１２】同実施形態の内視鏡洗滌装置を示し、（Ａ）は斜視図、（Ｂ）（Ｃ）は作用を
示す縦断側面図。
【符号の説明】
１…洗滌槽
４…吸引管路洗滌チューブ接続口
５…送気送水管路洗滌チューブ接続口
６…鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口
９…吸引管路洗滌チューブ接続口用ジョイント
１０…送気送水管路洗滌チューブ接続口用ジョイント
１１…鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口用ジョイント
２２…圧力センサー
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